
 

平成１９年１０月３１日 

 

各   位 
  

  会社名 フルサト工業株式会社 

  代表者名 取締役社長 古 里 龍 平 

                                             (コード番号：8087 東証第１部 大証第１部) 

  問合せ先 常務取締役管理本部長 小 倉 隆 

                       （ＴＥＬ.０６-６９４６-９６０５） 

 

 

業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１９年５月８日の決算発表時に公表いたしました平成２０年

３月期（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）の中間期・通期の業績予想および配当予想

について、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）平成２０年３月期連結中間業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 
 単 位 売 上 高 営業利益 経常利益 中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 百万円 ４５，０７０ ２，４３８ ２，６２２ １，４９２ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 百万円 ４４，２１０ ２，１３０ ２，３４０ １，３３０ 

増  減  額   （Ｂ－Ａ） 百万円 △８６０ △３０８ △２８２ △１６２ 

増     減     率 ％ △１．９％ △１２．６％ △１０．８％ △１０．９％ 

（ご参考）前中間期実績 百万円 ４３，８７７ ２，３８４ ２，６１２ １，５２２ 

 

 

（２）平成２０年３月期個別中間業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 
 単 位 売 上 高 営業利益 経常利益 中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 百万円 １３，７００ １，２００ １，３３０ ７５４ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 百万円 １３，５２０ １，０８０ １，２２０ ６９０ 

増  減  額   （Ｂ－Ａ） 百万円 △１８０ △１２０ △１１０ △６４ 

増     減     率 ％ △１．３％ △１０．０％ △８．３％ △８．５％ 

（ご参考）前中間期実績 百万円 １３，０４２ １，１３５ １，２４０ ７１２ 

 
 
 
 



 

（３）平成２０年３月期連結通期業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 
 単 位 売 上 高 営業利益 経常利益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 百万円 ９１，６３６ ５，１０３ ５，４６９ ３，１２２ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 百万円 ９３，６５５ ４，６３５ ５，０２９ ２，７９１ 

増  減  額   （Ｂ－Ａ） 百万円 ２，０１９ △４６８ △４４０ △３３１ 

増     減     率 ％ ２．２％ △９．２％ △８．０％ △１０．６％ 

（ご参考）前期実績 百万円 ９０，３７８ ５，０９７ ５，５１８ ３，１５４ 

 
 

（４）平成２０年３月期個別通期業績予想数値の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 
 単 位 売 上 高 営業利益 経常利益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 百万円 ２８，４００ ２，５７６ ２，８３２ １，６１３ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 百万円 ２７，７２２ ２，３１０ ２，５４８ １，４４２ 

増  減  額   （Ｂ－Ａ） 百万円 △６７８ △２６６ △２８４ △１７１ 

増     減     率 ％ △２．４％ △１０．３％ △１０．０％ △１０．６％ 

（ご参考）前期実績 百万円 ２７，１０３ ２，４６１ ２，６８７ １，５３０ 

 
 
２．修正の理由 

（１） 中間 

  連結、個別とも受注競争の激化に伴う利益率の低下により、前回発表予想を下回る見込みで

す。特に個別に関しましては、６月に施行された建築基準法の改正により、建築確認の期間が

長期化し着工物件数が減少し、その影響により特に８月以降、鉄骨建築向けの販売が減少した

ことによるものであります。 

 

 

（２） 通期 

  通期につきましても連結、個別とも上期と同様受注競争の激化が予測され、利益率の改善は

見込まれないと判断し、前回発表予想を変更するものであります。特に個別に関しましては、

建築基準法の改正による確認申請の混乱も、収束に向かうと見られておりますが、７月以降の

減少分を下期に上積みすることは難しいと判断いたしました。 

なお、連結につきましては、下期に岐阜商事株式会社を子会社化したことにより岐阜商事株

式会社の下期業績が上乗せされます。売上高には影響を与えますが、のれんの償却費が発生す

ることにより、利益に対する影響額は軽微であります。 

 

 

 

 



 

３．配当予想の修正 

（１）修正の内容 

 １株当り １株当り １株当り 

 中間配当金 期末配当金 年間配当金 

前回発表予想（平成１９年５月８日発表） １０円００銭 ３０円００銭 ４０円００銭 

今 回 修 正 予 想 １０円００銭 ３４円５０銭 ４４円５０銭 

（ご参考）前期実績（１９年３月期） １０円００銭 ３０円００銭 ４０円００銭 

 

 

（２）修正理由 

当社は、連結業績に連動した利益配分に基づき、配当性向２０％程度を基本としておりました

が、今回配当性向を見直し、２５％程度にしたことによるものであります。 

 

 

＊上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際 

の業績は、今後の様々な要因によって上記予想数値と異なる結果となることがあります。 

 

 

以 上  


